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NTTデータフォース株式会社

元帳データの転送速度を大幅に向上させ、保有データの
大容量化が進む銀行業の情報系システムを高速化。
運用管理コストの増加も最小限に抑える

HULFTとの「出会い」

NTTデータフォース株式会社（以下、NTT

データフォース）は、NTTデータの100％出資に

よって2000年11月に設立されたIT専門企業で

ある。設立以降、同社は主要取引先の横浜銀

行に対して大型情報システムの企画、設計、開

発やシステム運用などのITサービスを提供して

いるほか、他金融機関向けのシステム構築にも

取り組んでいる。

このようにシステム・インテグレーター（SIer）とし

ての地歩を固めてきたNTTデータフォースが

「HULFT」と出会ったのは、同社が横浜銀行

のデータ・ウェアハウス（DWH）システムを手がけ

たことがきっかけだった。同行が従来からシステ

ム間のファイル転送にHULFTを利用していたこ

とから、NTTデータフォースは同行の「総合経

営管理システム」を構築するにあたり、SAN（ス

トレージ・エリア・ネットワーク）環境に対応した

「HULFT-SAN」を導入。従来のシステムとは比

較にならないほどの高速なファイル転送を実現し

たのである。

横浜銀行の総合経営管理システムは、同行

全体のDWHとなる情報系システムであり、その

特徴は「検索や分析に使用するデータがすべて

そろう“データ・ハブ”」（NTTデータフォースナレ

ッジビジネス部 市場開発担当 シニア・マネージ

ャの清水英一氏）にある。

総合経営管理システムに蓄積されるのは、メ

インフレーム（勘定系や証券系、外為系など）や

オープン系システム（投資信託やローン審査など）

で作成された元帳などのデータで、その総容量

は約5TB。こうしたデータを日次、月次、期次の

タイミングでDWHサーバに転送してデータベー

スのテーブルにローディングし、業務の視点に基

づいた正規化（汎用的な形式に変換）などを行

ったあと、検索や分析用のデータとして公開する

という仕組みになっている。

「従来比5倍のパフォーマンス」
が顧客からの要求

実は、横浜銀行が全社レベルのDWHシステ

ムを構築したのは、総合経営管理システムのとき

が初めてではない。勘定系や営業推進支援シス

テムのデータはこれまでもDWHサーバに転送さ

れ、処理されていた。

これに対し、新たに企画された総合経営管理

システムには、同行の「データ基盤整備プロジェ

クト」の成果であるデータ・モデルを実現するた

め、融資業務支援システムなどのデータも処理

対象に加えることが求められた。しかも、「システ

ム全体のパフォーマンスを従来の5倍に高めると

同時に、投資の最適化を図ること」（清水氏）と

いう厳しいハードルが課せられたのである。これ

により、膨大な量のデータを伴う処理を従来よりも

高速に行うとともに、DWHサーバへのファイル転

送時間を大幅に短縮する必要も生じたのだ。

従来のDWHシステムの場合、DWHサーバへ

のファイル転送は、HULFTを用いてLAN経由

で行われていた。富田佳一氏（NTTデータフォ

ース 第2開発部 第3システム担当 マネージャ）

は当時の状況について、「DWHサーバへのファ

イル転送はデータベースのテーブル単位で行わ

れますが、最も大きなテーブルは約2GBもの容量

に上り、ファイルの転送だけで5時間、DWHサー

バへのローディングも含めると7時間程度かかっ

ていました」と振り返る。こうした状況を改善し、

転送に要する時間を大幅に縮めるためには、サ

ーバのパフォーマンスを高めるのはもちろんのこ

と、LANよりも高速な方式でファイル転送を行う

必要があるのは明らかであった。

こうした要件を満たすのと同時に、「最も高速

なファイル転送ミドルウェアを使わないと、将来に

向けた拡張性までもが損なわれ、せっかくのIT

投資が無駄になりかねない」（清水氏）と判断し

たNTTデータフォースは、総合経営管理システ

ムに対し、SANを介して高速なファイル転送を行

業務ニーズ
s情報系システムのパフォーマンス
を従来比5倍に高めること

sデータを集中管理できるデータ・ハ
ブを実現すること

転送データ
sデータの種類…勘定系システムな
どで作成された元帳データ

sデータの容量…約5TB

s転送の頻度…日次、月次、期次

導入効果
s従来は5時間を要していたファイ
ル転送を20分に短縮

sファイル転送に関する設定を流用
することで、運用・管理負荷を低減

s障害発生時の容易なリカバリ処
理が可能
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銀行の元帳データを大容量＆高速転送する

HULFTソリューション
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うHULFT-SANの採用を決めたのである。

総合経営管理システムの
サーバ構成

総合経営管理システムを構成するサーバは、

他システムからデータを受け取ってデータ変換や

正規化などの処理を行うDWHサーバ、検索や

分析の機能を提供する本部情報サーバ、ALM

（資産負債総合管理）関連の処理を行うALM

サーバ、クライアントからの検索・分析要求を受け

付けるWebサーバ、運用と監視を行う運用監視

サーバの5つである。DWHサーバと本部情報サ

ーバは相互待機（Active/Active）のクラスタ構

成になっており、一方がダウンしても他方が処理

を即座に引き継ぐことが可能だ。

これらのサーバのうち、DWH用の元データをメ

インフレームやオープン系システムから受け取るの

がDWHサーバである。同サーバは、日立製作所

のSAN対応ディスクアレイ「SANRISE9970V」と

OC-LINKやファイバ・チャネル（FC）を介して転送

された元帳データに対し、データ変換や正規化な

どの処理を行い、FCを介して本部情報サーバへ

と送り込む。これらのファイル転送処理はすべて

HULFT-SANが担当し、HULFT-SANに対応し

ていない一部のオープン系サーバとメインフレーム

の間でのみ、HULFT6によるLAN経由のファイル

転送が行われる。

HULFT-SANは、開発ツールとしても用いる

必要があったことから、総合経営管理システムの

開発が進行中の2003年11月に横浜銀行に納入

された。その後、単体テスト、結合テスト、システ

ム・テストでのファイル転送はHULFT-SANを使

って行われ、旧DWHシステムが提供していた基

本機能については2004年4月、正規化データベ

ースを含むフル機能については2004年7月に本

稼働を迎えている。

HULFT-SANの威力

NTTデータフォースは、ファイル転送用のミドル

ウェアにHULFT-SANを採用したことで、目標と

していたパフォーマンスを達成できたと胸を張る。

「以前は7時間も要していたファイル転送とDWH

NTTデータフォース株式会社

サーバへのローディングの処理が、HULFT-

SANを用いた総合経営管理システムでは50分

程度で済むようになりました。ファイル転送だけな

ら、20分くらいで完了します」（富田氏）

また、横浜銀行では従来からHULFTが使わ

れていたこともあり、HULFT-SANの導入に伴

い運用管理者に新たな負荷がかかるということ

もなかった。「HULFT-SANでのファイル転送に

は、従来から使っていたHULFT用の設定が流

用できます」（富田氏）という理由から、改めて運

用設計を行う必要がなかったのである。ファイル

転送後のジョブの起動についても、HULFT-

SANと統合運用管理ツールを組み合わせて使

用することで自動化が可能になり、ランニング・コ

ストの増加はほぼ皆無に近いとしている。

さらに、障害発生時のリカバリ処理も容易に行

えるようになった。「従来はファイル転送をLAN経

由で行っていたので、メインフレーム側のバッチ処

理が遅れると、他業務への影響を避けるために、

ファイル転送のタイミングを変更せざるをえないこ

とがしばしばありました。けれども、HULFT-

SANはLANを使わないし、再起動に要する時

間も短いので、リカバリ処理はいつでも気軽に行

えます」と富田氏は満足げに語る。

膨らむHULFTへの期待

ご存じのとおり、銀行業に対する規制は段階

的に緩和されており、投資信託や確定拠出型年

金（401K）、保険商品の窓口販売、証券仲介と

いうように銀行の業務は拡大の一途をたどってい

る。それに伴い、こうした新商品に対応する業務

アプリケーションとオープン系サーバの組み合わ

せも増え、総合経営管理システムで取り扱うデー

タの量はますます増えることが予想される。こうし

た背景から、同システムへのファイル転送量が今

後増大することは確実で、HULFT-SANの重要

性はいっそう高まることになろう。

また、個人情報に代表される機密データのセ

キュリティを強化するツールとしても、HULFTに

は大きな期待がかかる。それは、清水氏がインタ

ビューの最後に語った言葉にも表れている。

「データのセキュリティを確保するうえでは、当

然ながら転送経路の安全性にも目を向けなけれ

ばなりません。その意味で、HULFTに備わる暗

号機能は頼もしい存在です。高速性だけでなく、

セキュリティ機能をも備えたHULFTは、システム

全体のセキュリティ強化ツールとしても大いに活

躍するでしょう」 （2004.10.22取材）
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